
６．【様式２】防災体制
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事例集p16

➀「避難準備・高齢者等避難開始」の言葉を覚

える。

②気象情報の見かたを覚える。

③雨量情報、水位情報の見かたを覚える。

④水位情報から避難判断する方法を覚える。

⑤施設の防災体制をつくる。

作成のポイント！

作成の手順

■いつ避難すればよいかを知る・決める。

➀「避難準備・高齢者等避
難開始」の言葉を覚える

②気象情報の見かたを覚える

③雨量情報、河川の水位情報の見かたを覚える

④水位情報から避難判断
する方法を覚える

⑤施設の防災体制をつくる

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照

６．【様式２】防災体制
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③雨量情報、河川の水位情報の見かたを知る

国・鳥取県により観測されている、雨量情報および河川の水位情報は、国土交通省「川の防災情報」や
鳥取県防災情報のサイトから入手する。
雨の降り方や河川水位の時間的な状況変化を１時間ごとに確認する。

須賀瀬橋（水位）
須賀瀬橋（CCTV
）
須賀瀬橋（雨量）

「川の防災情報」の津市の選択画面
須賀瀬橋観測所の雨量観測データ

須賀瀬橋観測所の水位観測データ

須賀瀬橋観測所の
CCTV画像データ

出典：国土交通省「川の防災情報」

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照



６．【様式２】防災体制
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土砂災害危険度情報の見かたを知る

県では、ホームページやＮＨＫデータ放送を通じて、土砂災害危険度情報を提供している。
施設の設備・体制等に最適な情報の入手手段を選定する。

「鳥取県土砂災害警戒情報システム」の画面 「ＮＨＫデータ放送」の画面

危険度情報の表示

土砂災害発生の恐れ

避難開始の目安

避難準備の目安

今後の雨量に注意

レベル1

レベル2

注 意

大雨警報
の目安

大雨注意報
の目安

レベル3

ポイント！

危険度は、

施設周辺の

色で確認

土砂災害

●
●

●●
✔

●●

●●

3.0

3.7

5.0

5.4

●●
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６．【様式２】防災体制
☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参照

④河川の水位情報から避難判断を行う

避難指示（緊急）の
発令

避難勧告の発令

避難準備・高齢者等
避難開始の発令

市町村による
避難情報の発令

●●川の●●●橋観測所を選定した場合

●●●橋観測所の
水位到達情報

※鳥取県では１段階早い発令
を指導しています。

■避難判断に必要な河川の水位情報は
国土交通省「川の防災情報」や

鳥取県防災情報で確認する。

作成のポイント！

最寄りの水位観測所を確認する。
氾濫注意水位や避難判断水位等の情報
を覚える。

作成の手順



• 「避難準備・高齢者等避難開始」等が発令していなくても、雨量等の気象情報や水位
情報等の情報から施設管理者が危険だと判断した場合は避難を開始する。

• 夜間に水防団待機水位(●●●橋地点）を超えた場合は注意体制を確立し、職員１名
を参集し、警戒体制確立後に避難できるように避難準備を開始する。 21

６．【様式２】防災体制

グループホーム ●●苑の作成例

洪水予報等の
情報収集

洪水予報等の
情報収集
使用する資器材
の準備
保護者への事前
連絡
要配慮者の避難
誘導

施設全体の避難
誘導

☛手引き（別冊）P⑤・P⑥参
照

以下のいずれかに該当する場合

●市に洪水注意報発表

●●川（●●●橋地点）
水防団待機水位（3.5m）超過

体制確立の判断時期

以下のいずれかに該当する場合

●市●●地区に避難準備・高
齢者等避難開始の発令

●●川（●●●橋地点）
氾濫注意水位（4.8m）超過

〇市に洪水警報発表

以下のいずれかに該当する場合

●市●●地区に避難勧告又
は避難指示（緊急）の発令

●●川（●●●橋地点）
避難判断水位（5.1m）超過

情報収集伝達要員

対応要員活動内容体 制

情報収集伝達要員

避難誘導要員

情報収集伝達要員

避難誘導要員

避難誘導要員

作成のポイント！

■様式２には左の表を基本
に次の情報を記入する。

・水位情報

・避難対象地区

注
意
体
制
確
立

警
戒
体
制
確
立

非
常
体
制
確
立

※鳥取県では１段階早い発令
を指導していますので、手引き
の記述と異なります。。

• 「避難準備・高齢者等避難開始」等が発令していなくても、雨量等の気象情報や土砂
災害危険度情報等の情報から施設管理者が危険だと判断した場合は避難を開始す
る。 22

６．【様式２】防災体制 土砂災害



５．情報収集・伝達
（1）情報収集
■収集する主な情報及び収集方法は、以下のとおりとする。

７．【様式３】情報収集・伝達
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➀防災情報の収集方法を決定する。

作成の手順

☛手引き（別冊）P⑤参照

作成のポイント！

■誰が、どうやって、何を収集するか（

総括・情報班）を決める。

収集する情報 収集方法

気象情報 テレビ（地上デジタル放送の「ｄボタン」を活用）
ラジオ
インターネット

○気象庁ＨＰ・地方気象台ＨＰ

洪水予報・河川水位 インターネット
〇「川の防災情報」の水位情報
・市内河川の水位到達情報発表状況、

水位観測所の水位等を確認

避難情報
•避難準備・高齢者等
避難開始
•避難勧告
•避難指示（緊急）

避難所の開設状況

防災情報メール（事前登録）
防災行政無線（電話応答サービス有）
テレビ（地上デジタル放送の「ｄボタン」を活用）
ラジオ
インターネット

〇市ホームページ
緊急速報メール（NTTドコモ、au、Soft Bank）

➀防災情報の収集方法を決定する

５．情報収集・伝達
（2）情報伝達
① 「施設内緊急連絡網」に基づき、また館内放送や掲示板を用いて、

体制の確立状況、気象情報、洪水予報等の情報を施設内関係者
間で共有する。

② いざというときに、徒歩や自動車で避難が困難な場合には、避難困
難者の状態や人数について「●市●●●課」に報告する。

③ ●市への連絡先は「●市●●課（☎000-000-0000）」とする。

７．【様式３】情報収集・伝達
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②防災情報の伝達方法を決定する。

作成の手順

②防災情報の伝達方法を決定する

☛手引き（別冊）P⑤参照

作成のポイント！

■誰に、どうやって伝達するか（総括・
情報班）を決める。

【留意事項】 情報伝達について

• 防災体制の編成と任務等を考慮して情報伝達経路を

設定してください。

情報伝達系統図

〇市
●●●課

総括・情報班
（管理者）

理事長

避難誘導班

地域住民等

電話、メール、
口頭（施設内）

〇市防災情報メール、
緊急速報メール等、
i-FAX配信サービス、
防災行政無線

・気象情報
・〇市内の河川水位情報
・避難情報の発令状況
・避難所の開設状況

情報が来るのを待つのではなく、
自ら収集することが重要です！



７．【様式３】情報収集・伝達
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記載内容 チェック欄

①だれが 情報伝達班

（○○さんと○○さんなど）

様式12（様式編：P12）の
情報伝達要員に記載して
あるか？

②どうやって
（収集方法）

ＦＡＸやメールなど

パソコン（インターネット）

様式３の（1）（様式編：P4）
収集する情報及び収集方
法に記載してあるか？

③何を
（収集する情報）

【避難判断の根拠】
気象情報
洪水予報または水位到達情報
避難準備・高齢者等避難開始など

④誰に 施設の管理者、統括管理者など 様式12（様式編：P12）の
管理権限者、代行者が記
載されているか？

⑤どうやって
伝達するか
（伝達方法）

館内放送や掲示板など 様式３の（２）（様式編：P4）
情報伝達に記載されてい
るか？

【情報収集・伝達の５本柱】

☛手引き（別冊）P⑤参照

８．【様式４】 避難誘導
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事例集p18

➀避難先、避難経路の安全性を再度確認

する。

②避難先までの移動距離と移動手段は避

難経路図をもとに設定する。

③必要な車両台数、人数などを確保する。

作成の手順

➀避難先、避難経路は
避難経路図から調べる

②避難先までの移動距
離と移動手段は避難経
路図をもとに設定する

☛手引き（別冊）P⑦・P⑧参
照

作成のポイント！

■誰が、誰を、どうやって避難させるか

（避難誘導班）を決める。

【留意事項】
■移動手段について
• 搬送車を手配して移送する必要がある場合、必要な台数

が手配できるか事前の確認が必要です。
• 夜間や大雨等の状況を想定して移動手段を設定する。



９．【様式５】避難の確保を図るための施設の整備
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事例集p19

➀水害時に必要な資器材を追記する。

②消防法に基づく「非常災害対策計画」な

どの、既にある計画の内容を活用して

ください。

作成の手順➀水害時に必要な資器材を追記する。

☛手引き（別冊）P⑨参照

10．【様式６】自衛水防組織の業務に関する事項
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事例集p20

➀管理権限者、代行者を決定する

②情報収集伝達要員、避難誘導要員を決

定する

作成の手順
➀管理権限者、代行者を決定する

②情報収集伝達要員、避
難誘導要員を決定する

☛手引き（別冊）P⑧参照



11．【別添】「自衛水防組織活動要領」
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事例集p25 事例集p26

☛手引き（別冊）P⑧参照

➀施設名を差し替える

②班構成を差し替える

作成の手順

①施設名を差し替える

②班構成を差し替える

12．【別表２】「自衛水防組織装備品リスト」
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事例集p27

☛手引き（別冊）P⑧参照

➀水害時に必要な装備品を追記する。

➀水害時に必要な装備品を追記する。

②消防法に基づく「非常災害対策計画」な

どの、既にある計画の内容を活用して

ください。

作成の手順


